
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 バッテリポスト

　

　

さ
れ るバッテリターミナルにおいて、
　

ることを特徴とするバッテリターミナル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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金属の帯板を湾曲させることで、 の外径よりも小径で且つ自身のバネ力
によって前記バッテリポストの外周に圧着する環状のポスト嵌合部を形成するとともに、
前記帯板の両端を前記ポスト嵌合部の外側へ延ばすことで、互いに対向する一対の操作片
を形成したターミナル本体と、

前記一対の操作片に前記バネ力に抗した押圧力を付与することにより、前記ポスト嵌合
部をバッテリポストの外周に遊嵌し得る大きさに拡径するとともに、前記ポスト嵌合部を
バッテリポストの外周に遊嵌させた状態で前記押圧力を解放することにより、前記ポスト
嵌合部をそれ自身のバネ力によって前記バッテリポストの外周に圧着させる圧着操作部材
とからなり、

前記帯板の両端を互いに交差させた上で前記ポスト嵌合部の外側へ延ばすことによって
前記一対の操作片が形成されており、前記圧着操作部材が、前記一対の操作片を挟持して
外側から押圧力を付与することによって前記ポスト嵌合部を拡径させるものとして構成

てい
前記圧着操作部材が、前記ターミナル本体に装着可能な枠材として構成されており、該

枠材が、前記一対の操作片を挟持して押圧力を付与する狭幅空間と、これと連続して形成
され前記押圧力を解放する広幅空間とを有す



【発明の属する技術分野】
本発明は、自動車等に搭載されるバッテリの電極 (バッテリポスト )に接続されるバッテリ
ターミナルに係り、特に、インパクトレンチ等の締め付け工具を用いることなく、小さい
力でワンタッチでバッテリポストへの取り付けが可能なバッテリターミナルに関する。
【０００２】
【従来の技術】
ワンタッチでバッテリポストへの取り付けを可能にしたバッテリターミナルの例として、
実開平６－６００５３号公報に記載のものが知られている。
【０００３】
図８は上記公報に記載のバッテリターミナルの構成を示す。このバッテリターミナル３０
は、ターミナル本体３１にカムレバー（操作レバー）３２を回動可能に取り付けたもので
あり、ターミナル本体３１は、Ｃ環状に湾曲形成されたポスト嵌合部３３と、このＣ環状
のポスト嵌合部３３の両端から平行に延びる一対の折返片３４，３５とを備えている。一
対の折返片３４，３５には回動軸３６が取り付けられ、この回動軸３６にカムレバー３２
が回動可能に支持されている。そして、一方の折返片３４に電線Ｗが接続さている。
【０００４】
図９（ａ），（ｂ）にて作用を説明すると、図９（ａ）に示すように、カムレバー３２を
起立させた状態では、該カムレバー３２のカム部３２ａが起き上がった状態となるため、
バッテリターミナル３０のポスト嵌合部３３の口径が大となる。従って、その状態でポス
ト嵌合部３３をバッテリポスト４０に容易に嵌合することができる。
【０００５】
ポスト嵌合部３３をバッテリポスト４０に嵌合したら、図９（ｂ）に示すように、カムレ
バー３２を倒すことにより、カム部３２ａをバッテリポスト４０の周面に押圧させる。そ
うすると、カム部３２ａの押圧による反力で、バッテリターミナル３０のポスト嵌合部３
３の内周面がバッテリポスト４０の周面に圧着される。その結果、ポスト嵌合部３３の内
周面とバッテリポスト４０の外周面の摩擦力によって、バッテリターミナル３０がバッテ
リポスト４０に電気的及び機械的に接続される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上記従来のバッテリターミナル３０においては、カムレバー３２を回動させる
ことによって、バッテリポスト４０に対するポスト嵌合部３３の圧着力を得ており、大き
な操作力が必要であった。
【０００７】
本発明は、上記事情を考慮し、小さな操作力で、必要な圧着力を得ることのできるバッテ
リターミナルを提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明のバッテリターミナルは、 バッテリポ
スト

され
るバッテリターミナルにおいて、
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金属の帯板を湾曲させることで、
の外径よりも小径で且つ自身のバネ力によって前記バッテリポストの外周に圧着する

環状のポスト嵌合部を形成するとともに、前記帯板の両端を前記ポスト嵌合部の外側へ延
ばすことで、互いに対向する一対の操作片を形成したターミナル本体と、前記一対の操作
片に前記バネ力に抗した押圧力を付与することにより、前記ポスト嵌合部をバッテリポス
トの外周に遊嵌し得る大きさに拡径するとともに、前記ポスト嵌合部をバッテリポストの
外周に遊嵌させた状態で前記押圧力を解放することにより、前記ポスト嵌合部をそれ自身
のバネ力によって前記バッテリポストの外周に圧着させる圧着操作部材とからなり、前記
帯板の両端を互いに交差させた上で前記ポスト嵌合部の外側へ延ばすことによって前記一
対の操作片が形成されており、前記圧着操作部材が、前記一対の操作片を挟持して外側か
ら押圧力を付与することによって前記ポスト嵌合部を拡径させるものとして構成 てい

前記圧着操作部材が、前記ターミナル本体に装着可能な
枠材として構成されており、該枠材が、前記一対の操作片を挟持して押圧力を付与する狭



ることを特徴
としている。
【０００９】
　このバッテリターミナルでは、

ことができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１４】
図１は実施形態のバッテリターミナルの分解斜視図、図２はバッテリターミナルのバッテ
リポストへの取り付け前の状態を示す斜視図、図３はバッテリターミナルをバッテリポス
トへ嵌めた初期の段階を示す斜視図、図４はバッテリターミナルをバッテリポストに圧着
させた状態を示す斜視図、図５はターミナル本体と係止部材の関係を示す平面図、図６は
バッテリターミナルとバッテリポストの関係を示す平面図、図７はターミナル本体と係止
部材の関係を示す断面図である。図１，図２において、１はバッテリで、このバッテリ１
の角に形成された凹部１ａの底面にバッテリポスト２が上に向けて突設されている。この
バッテリポスト２に接続するバッテリターミナルは、ターミナル本体１０と、該ターミナ
ル本体１０に装着されるロ字形枠状の係止部材（圧着操作部材）２０とからなる。ターミ
ナル本体１０は金属製である。また、係止部材２０は金属製あるいは樹脂の成形体よりな
る。
【００１５】
ターミナル本体１０は、金属の帯板１１を湾曲させることで形成されており、バッテリポ
スト２の外径よりも小径で且つ自身のバネ力によってバッテリポスト２の外周に圧着する
環状のポスト嵌合部１２と、帯板１１の両端をポスト嵌合部１２の外側へ延ばすことで形
成された一対の操作片１３，１４とを有している。一対の操作片１３，１４は、帯板１１
の両端を互いに交差させた上でポスト嵌合部１２の外側へ延ばすことによって形成されて
おり、両操作片１３，１４の交差部には、互いに干渉せずに交差できるような切欠１７，
１８が形成され、これにより両操作片１３，１４の先端部同士が同じ高さで平行に対向し
ている。
【００１６】
操作片１３，１４のうち、片方の操作片１３には電線加締部１５が設けられており、そこ
には電線Ｗが加締められている。また、もう片方の操作片１４は自由状態とされており、
その先端にはフック１４ａが設けられている。このフック１４ａは、係止部材２０の抜け
止め機能を果たすものである。
【００１７】
一方、ロ字形枠状に形成された係止部材２０には、図７（ａ）に示すように、下側の狭幅
空間２１と、上側の広幅空間２２と、両者間をつなぐ移行空間２３とが確保されている。
狭幅空間２１は両側壁２１ａ，２１ａ間の寸法を狭くした空間、広幅空間２２は両側壁２
２ａ，２２ａ間の寸法を広くした空間、移行空間２３は、両側壁を狭幅空間２１側の側壁
２１ａ，２１ａと広幅空間２２側の側壁２２ａ，２２ａとをつなげるように傾斜させた空
間である。
【００１８】
図６（ａ）に示すように、狭幅空間２１は、この空間２１に両操作片１３，１４を収容す
ることで、両側壁２１ａ，２１ａによって操作片１３，１４を外側から押圧力をもって挟
持し、それにより、ポスト嵌合部１２をバッテリポスト２の外周に遊嵌し得る大きさに拡
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幅空間と、これと連続して形成され前記押圧力を解放する広幅空間とを有す

ターミナル本体の一対の操作片を圧着操作部材の狭幅空
間内に収容することで、ターミナル本体のポスト嵌合部をバッテリポストに遊嵌できる大
きさに拡径させることができる。また、一対の操作片を広幅空間内に移動させるだけで、
拡径状態にあったポスト嵌合部を、自身のバネ力によって縮径させることができる。この
場合、狭幅空間と広幅空間は連続した空間として形成されているので、圧着操作部材を動
かすだけで、一対の操作片を狭幅空間から広幅空間へ移動させることができ、バッテリタ
ーミナルをバッテリポストへ容易に圧着させる



径するためのものである。
【００１９】
図６（ｂ）に示すように、広幅空間２２は、この空間２２に両操作片１３，１４を収容す
ることで、前記押圧力を解放し、それにより、ポスト嵌合部１２を自身のバネ力によって
バッテリポスト２の外周に圧着させるためのものである。
【００２０】
なお、広幅空間２２に操作片１３，１４を収容した状態でも、操作片１３，１４に対して
僅かな押圧力が加わるように、広幅空間２２の幅が設定されている。これは、係止部材２
０のがたつきを防止し、フック１４ａによって確実な抜け止めを果たすためである。
【００２１】
次に作用を説明する。
【００２２】
このバッテリターミナルを使用する場合には、まず、図１及び図５（ａ）に示すように、
ターミナル本体１０の電線加締部１５に電線Ｗを加締めた後（加締める前でもよい）、ロ
字形枠状の係止部材２０をターミナル本体１０に頭（ポスト嵌合部１２側）から装着する
。そして、図２及び図５（ｂ），図７（ｂ）に示すように、ターミナル本体１０の操作片
１３，１４を外側から挟持しながら、係止部材２０の狭幅空間２１内に収容して仮保持す
る。
【００２３】
このように係止部材２０の狭幅空間２１内にターミナル本体１０の両操作片１３，１４を
収容すると、操作片１３，１４が狭幅空間２１の両側壁２１ａ，２１ａに押圧力をもって
挟持されるので、ポスト嵌合部１２が、バッテリポスト２に遊嵌し得る大きさに拡径する
。この状態で、バッテリへの組み付け工程にバッテリターミナルを搬入する。
【００２４】
次いで、バッテリへの組み付け工程においては、図３及び図６（ａ）に示すように、拡径
したポスト嵌合部１２をバッテリポスト２に遊嵌させ、その状態で矢印Ｐのように係止部
材２０を押し下げる。そうすると、僅かな押し下げ力で、狭幅空間２１での操作片１３，
１４の挟持が解かれ、図４及び図６（ｂ），図７（ｃ）に示すように、操作片１３，１４
が広幅空間２２側へ移動することで、操作片１３，１４に加わっていた押圧力が解放され
る。そして、操作片１３，１４を挟持していた押圧力が解放されることにより、ポスト嵌
合部１２が自身のバネ力で縮径することによって、その内周がバッテリポスト２の外周に
圧着し、バッテリターミナルがバッテリポスト２に電気接続される。この際、操作片１３
，１４は互いに交差した状態でポスト嵌合部１２の外側へ延びているので、ポスト嵌合部
１２の圧着面積が最大限に大きく確保されており、従って、安定した電気接続性能が保証
される。
【００２５】
このように、ポスト嵌合部１２をバッテリポスト２に圧着させる力は、あくまでもターミ
ナル本体１０のバネ力によって得るようにしており、バッテリターミナルを接続するため
の操作力としては、係止部材２０を押し下げる力だけですむので、従来に比べて小さい力
でバッテリターミナルの取り付け作業を行うことができる。また、係止部材２０の狭幅空
間２１と広幅空間２２は連続した空間として形成されているから、係止部材２０を押し下
げるだけで簡単に操作片１３，１４を狭幅空間２１から広幅空間２２へ移動させることが
でき、バッテリターミナルをバッテリポスト２へ容易に圧着させることができる。
【００２６】
また、もしバッテリターミナルをバッテリポスト２から取り外す場合には、ペンチ等の工
具で操作片１３，１４（例えば係止部材２０から露出している部分）を挟持することによ
って、簡単にポスト嵌合部１２を拡径させることができるので、バッテリポスト２から簡
単に取り外すことができる。
【００２７】
【発明の効果】
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　以上説明したように、請求項１の発明によれば、圧着操作部材に

ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態のバッテリターミナルの分解斜視図である。
【図２】本発明の実施形態のバッテリターミナルのバッテリポストへの取り付け前の状態
を示す斜視図である。
【図３】本発明の実施形態のバッテリターミナルをバッテリポストへ嵌めた初期の段階を
示す斜視図である。
【図４】本発明の実施形態のバッテリターミナルをバッテリポストに圧着させた状態を示
す斜視図である。
【図５】本発明の実施形態のバッテリターミナルにおけるターミナル本体と係止部材の関
係を示す平面図で、（ａ）はターミナル本体に係止部材を装着する前の自由な状態を示す
図、（ｂ）はターミナル本体に係止部材を装着して操作片を挟持することによりポスト嵌
合部を拡径させた状態を示す図である。
【図６】本発明の実施形態のバッテリターミナルとバッテリポストの関係を示す平面図で
、（ａ）はポスト嵌合部をバッテリポストに遊嵌させた状態を示す図、（ｂ）は遊嵌状態
から係止部材を押し移動してポスト嵌合部をバッテリポストに圧着させた状態を示す図で
ある。
【図７】本発明の実施形態のバッテリターミナルにおけるターミナル本体と係止部材の関
係を示す断面図で、（ａ）は係止部材だけを示す図、（ｂ）は係止部材の狭幅空間にター
ミナル本体の操作片を収容した状態を示す図、（ｃ）は係止部材の広幅空間にターミナル
本体の操作片を収容した状態を示す図である。
【図８】従来のバッテリターミナルの一例を示す斜視図である。
【図９】（ａ）は図７のバッテリターミナルをバッテリポストに単にセットした状態を示
す側断面図、（ｂ）はレバーを倒してバッテリターミナルをバッテリポストに圧着させた
状態を示す側断面図である
【符号の説明】
２　バッテリポスト
１０　ターミナル本体
１１　帯板
１２　ポスト嵌合部
１３，１４　操作片
２０　係止部材（圧着操作部材）
２１　狭幅空間
２２　広幅空間
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狭幅空間と広幅空間を
連続して形成しているので、圧着操作部材を動かすだけで、ポスト嵌合部を拡径させてい
た操作片を、狭幅空間から広幅空間へ簡単に移動させることができる。従って、バッテリ
ポストへの圧着操作をより容易になす



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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